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宇宙には様々な天体が存在しているが、その中でも最も明るい放射と激しい変動性持つ天体が存在 
する。それが、Mrk 421などに代表される「ブレーザー」である。ブレーザーは、宇宙ジェットが地 
球からの視線に沿った方向を向いているものだと考えられており、電波からX線、γ線まで幅広い帯 
域で放射を行っていることや、数時間から数日という短い時間で激しい変動が起こっていることが特 
徴の天体である。 
ブレーザーは様々な未解決問題を持っているが、放射の時間変動（フレア）についてもどのような 
形で行われているのかはまだ明確になっていない。そこで、フレアについて、ブレーザー内の磁気乱 
流によって発生するフェルミ2次加速を考慮したシミュレーションを行った。ブレーザーはMrk 421の 
ような外部光子の影響のないモデルだとし、放射はブレーザー内でフェルミ2次加速をした電子がシン 
クロトロン放射、シンクロトロン自己コンプトン散乱をすることによって行われる。 
シミュレーションではまず、発生させるフレアの形状を5種類（矩形増加、単調増加、単調減少、単 
調増加+減少、ガウシアン）用意し、それぞれのフレアについてスペクトルやLight Curveの挙動を比 
較・検証した。次に、フレアの変動が極端に大きくなるような場面を仮定し、5種類のフレア形状にお 
けるスペクトルやLight Curveの挙動について比較・検証した。 
その結果、フレア形状の違いや変動の大小に対して、シンクロトロン放射による電子の冷却がスペ 
クトルの挙動に大きく影響することが分かった。また、フレア形状の違いについてはフレアの継続時 
間と冷却時間のバランスによって観測した見た目の挙動が変わること、フレア変動の大小の違いにつ 
いては高エネルギー電子の挙動に大きな影響を与えることで、Light Curveの見た目の挙動が大きく変 
わることが分かった。実際の観測では、ブレーザーからの放射をLight Curveとエネルギー分布スペ 
クトルから解析することになるため、そのスペクトルの形からフレアの形状を解析するための提案と 
して有効であると考えている。 
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矩形増加、単調増加、単調減少、単調増加 + 減少、ガウシアンのフレア形状における 
Light Curve。左がフレアの変動が小さく、右は変動を極端に大きくしたもの。 
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